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ドイツ教育史叙述断章  

山内 芳文＊  

1．ラウマーとその げ■教育思想史．j」について   

カルル・フォン・ラウマー （Karlvon Raumeち1783．4，9－1865．6．2）の名は、  

【唯一→それによってその名を後代に留めている 打一致背恩想虫』（CどぶC揖cゐ庇お  

f放物昭晩〃（）椚椚βdβ和乙押J繭乃肋s∫fぶC如r肋dよβ〃わよぶαげ〟押ぶg柁ゑれ1842）が  

ドイツにおいてはじめて出城した本格的な教育史鳶：（これ以前には、1830年代に、  

タ ラマ脚Cralnerによる古代の教育史G（ざぶC鯨油ぬE柁fg九祝喝鋸乃d dβ5  

乙柚γわ血ざ才椚舶g摘〟沼とオ・ランダを小心とした中也の低地ドイツ教育史を扱っ  

たG削抽抽d汀励蕗肋間鉦撼戚誓仇血′rゴビ旭 オ乃d（ごブ‡∧存（！dどγJα〃dど乃がある）で  

あるにもかかわらず、現有Hこおいては－・部の教育史研究者以外には、その名さえ  

風1られていない。Lかも、そのさいのラウマ… は、l】’世糾裏l会』の考案者としての  

み伝承されてきたコメニウスの 封’大数授学．1】の再発見者として、そしておそらく  

初めてペスタロッテの教育実践と教育思想を詳細に整理し、『隠者の夕駄』にペス  

タロツナ教育学の真髄をみたことによって注目されるべきだが、梅根悟の『隠者  

の夕菱別 の邦訳に付された多くの粕緻な文献考証を示す事例のひとつにみられる  

など、これはごく－－一部の教育史家によって触れられてきたにすぎない。．そして、  

ラウマー の し「紋育一思想史』においては、明らかに、コメニウスからペスタロツナ  

へ♂）、しかもそ紆神秘主義的なみちすじが叙述の基朝となっている。   

ところで、現生における草加の獲得が来生における人類の幸福をもたらすとい  

うコメニウスの教育思想の確信的な根幹は、明らかに拷蒙主灘の教育思想に重な  

り合っている。この点で、コメニウスには、たしかに啓蒙主義者といえなくもな  

い側面がある。しかしながら、そのコメニウスを啓蒙主義の教育家たちは完全に  

球 数青学専攻教投  
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といってよいほどに無視してきた。コメニウスの啓蒙主義的な傾向に着目される  

のはかなり後になってからのこと、極端ないいかたをすれば、西欧の教育思想史  

家がその「近代」性に関心をもつようになる20世紀の後半になってからのことだ。  

さらに、その「神秘主義」的な傾向に主要な関心がむけられるようになるのは、  

ごく最近になってからのことで、その理由を詮索すること自体かなり困難だが、  

ルネサンスの神秘主義的な進歩主義からのデカルトの合理主義による偏位におい  

て、啓蒙主義の成立が一方的に確認されるとすれば、そのような事情はある程度  

の推測を得ることになるかもしれない。そのような成立は、イギリス近代科学思  

想史の努頭を飾るはずのフランシス・ベーコンからの系譜をカツコに括って、あ  

えてロックにおいて確認される。ドイツの啓蒙主義は、ベーコンやコメニウスな  

どに濃厚に漂う錬金術的な神秘主義を脱色させたロックヤフランスの啓蒙主義者  

たちの系譜において、さらにそのすぐれて教育的（padagogisch）な地歩を確保し  

てきたといってよい。  

『教育思想史』の第一部で展開されている叙述の構成からは、明らかにそのよう  

なドイツ啓蒙主義の主流的な傾向に対抗している著者ラウマーの意図が見て取れ  

る。Ⅰで「中世」の教育について導入的に触れたあと、それはルネサンスから本  

格的な叙述を開始する。「ダンテの生誕からペトラルカとボッカチオの死までの  

イタリア」という章題のもとに、この3人の教育思想を扱ったⅡがこれに続く。  

Ⅲは「ベトラルカとボッカチオの死からレオ10世までのイタリアにおける古典的  

な人間形成論の発展」、Ⅳは「レオ10世とその時代～光と影～」、Ⅴでは「イタリ  

ア（ルネサンス）の結末とドイツへの移行」の題目で「1340年から1483年まで、  

つまりゲルハルドゥス・マグヌスからルターまでのドイツとオランダ」が扱われ  

る。第二部までを見通すならば、このⅤこそが本来のⅠになるべきなのだった。  

Vは、具体的には、その第1節で、ヒエロニムスの系譜にある人文主義者、さら  

にヨハン・ヴエッセル、ルドルフ・アグリコラ、アレクザンダー・ヘギウス、ル  

ドルフ・フォン・ランゲらに続いてエラスムスに至る人文主義者の系列が取り上  

げられている。ルターに至るまでにはヴインプフェリンクやロイヒリンといった  

われわれの教育史にとっても馴染みの人物が登場して、第2節は「宗教改革・イ  

エズス会・リアリズム」として、ルタい、メランヒトン、トロツツエンドルフ、  
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卜でツ教育史叙適職芳   

ミカエル・ネアンダー、ヒエロニムス・ヴオルフ、ヨハネス・シュトゥルム、そ  

してフランシス・ベーコンとモンテーニュ。そのあいだに、つまり、シュトゥル  

ムとベーコンのあいだに、ザクセンとヴュルテンペルクの改革者たち、イエズス  

会、大学と学校の関係、ヴァMパル（言語）・リアリズムといった項目が挿入的に  

配置されている。   

ラウマーの『教育思想史』は、それ自体、あとで言及するように、カトリック  

のバイエルン公国をパトロンとするエアランゲン（Erlangen、ニュルンベルクの北  

にある大学町）の大学（現在はエアランゲン・ニュルンベルク大学となっている）  

での講義が主体となっていることを考えるならば、イエズス会への言及にはかな  

り宗派的な配慮が働いていると考えられるとはしても、ルターをその構成の中心  

に据え、その軸をルネサンスからルターへと設定していることは、きわめて特徴  

的であるといってよい。その事実をどのように理解したらよいのか。、「古典学芸  

の復興から現代まで」という限定的な副題の含意の推定を意味するその間いは、  

さしあたり初版（1842年）の緒言に求められよう。、その冒頭で、ラウマーは、「こ  

の書物は、1822年にハレで、その後の183帥ミから1842年までエアランゲンで教育  

思想史（Geschichte derPAdagogik）について講義Lたものをまとめた」といっ  

て、この著述の素材となっている講義の動機を、つぎのように語っている－二一「31年  

にも及ぶ教師生活で、単に私にとって教えるべき内容だけでなく、数える技法そ  

のものについても次第に興味をもつようになってきた。そしてその興味が募れば  

募るほど、継続した講壇の講義ではなく、むしろ談論のかたちをとって、それを  

教えるようになった」。そして、そのとりまとめがルネサンスをもって始められ  

ていることについては、「なによりも、ドイツに注臼したからだ」であり、聖母子  

の画家ラファエロのパトロンとしてルネサンスの絶頂にあり、同時にその栄華を  

維持するためにドイツでの憤宥状販売を認め、さらにルターへの対抗から神聖  

ローマ（ドイツ）帝国のカルル5世と政略的に結んだメディナ家出身のローマ教  

皇レオ10世に終わる序章に導入されて、ルネサンスからドイツへの教育理念の人  

格的な継起は「ルターとメランヒトン」において示される、というのである。ル  

ネサンスの終焉ではなく、発展の延長＿t二に宗教改革を位置づける教育史叙述は、  

今日においてもはなはだユニークなものだといってよい。  
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ラウマーの t「教育思想史』の終点は、その第二部の終章「ベーコンの死よりペ  

スタロツナまで」のペスタロッテに関する叙述に置かれている。ラトケの28ペー  

ジ、コメニウスの43ページに比して、ただふたりだけの非ドイツ人であるロック  

とルソーには、それぞれ10ページと49ページ、そして汎愛派にはまとめて40ペー  

ジが当てられているが、ペスタロツナには93ページといったおおきなスペースが  

割り当てられている。ロックや汎愛派の啓蒙主義への目配りは最′ト限に抑えら  

れ、コメニウス、ルソー、それにことにペスタロッテへの強い思い入れが、日次  

の構成においてもにじみでている。ただし、ルソーは、この場合、明らかに、ロッ  

クの継起として、コメニウスからペスタロッテへの系譜にとって否定的な媒介の  

位置にある。ラウマーの教育思想史は、こうして、コメニウスからペスタロッチ  

ヘのみちがその主流的な系譜として構想されることになる（〕  

『教育思想史』の序文で、ラウマーは、こうしなくては教育の実際から教育理念  

の思想史は構成されないとして、つぎのようにいっている（、「歴史の軒き手には、  

客観的な叙述、ことにその対象への費や憎しみから自由である叙述が要求され  

る。敵の善に盲目であってはならず、また友の悪を隠蔽するものであってもなら  

ない真実と公正が正しく求められる。しかしながら、私はそのような費や憎しみ  

から自由ではなく、またそうであるとするつもりもない「、私は最良の知恵と良心  

にしたがって悪を憎み、善に与する」。当代のドイツではランケ（ⅥRanke）の歴  

史学が絶頂期をむかえ、ラウマーの教育史が刊行された1842年は、その3年まえ  

から5年後までの8年間に『宗教改革史．』など10冊の大著が刊行されている√‥，ラ  

ウマーのこの発言は、明らかに、ランケの歴史主兼  

（bloL3zu zeigen，Wie es eigentlich gewesen sei．）を意識  

し、そしてそれに反発している。ラウマ一にとっては、  

その時代時代が神の摂理によって動かされているなど  

という、その機械主義が容認できなかった。「歴史家は  

読者に何らかの誠実さを学ぶ機会をもっている」。   

バゼドゥの汎愛学舎で有名なデッサウ（Dessau）の近  

郊ヴュル1）ッツ（W6rlitz）の土地貴族でデッサウの宮廷  

顧問官を父にもち、ベルリンやゲッチンゲンで法律を学  
i。ITllt．・Lt！；ユl．111tr  

覇【t6闇■l錘l‖rト．＝再 出＝ j恒．、rハ   
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ドイツ教育史叙述断章   

んでいたラウマーが心機一転して鉱物学の研究を志してフライブルク（Freiburg  

imBreisgau）を経てナポレオン支配下のパリに滞在していたとき（1807年から  

18（）8年にかけて）、描字となったばかりのフィヒテの講演集『ドイツ国民に告ぐ』  

を読み、そのなかでのペスタロッテに強い関心を抱き、ペスタロツチのもとで教  

師になろうと、婚約者リークヒェン・ライヒヤルト（Riekchen Reichert）の8才  

になる弟のフT）ッツ（Fritz Reichert）をともなって1809年の11月イヴェルドン  

（Yverdonj に彼を訪ねたときのことは、ラウマー自身、死の翌年刊行された『自  

伝』（助〟てノ0乃勉〟椚g得エg占g〃〃β才7才力椚ぶβ伽fg柁β旭，1866）で、こう語っている。  

「われわれが赤い色の家に投宿したのは、冷たい雨の降る夕方だった。翌日にわ  

れわれは、かつてカルル豪胆王が創建した古城のなかに入った。その城内は4本  

の円柱のような塔によって固まれていた。そこには、たくさんの少年たちがい  

た。，ペスタロッチのところに案内されたが、桟はおよそだらしのない服装で、古  

びた灰色の上着、ヴュストはなく、短いズボンで、靴まで垂れ下がった靴下をは  

いていたl。硬く買い髪はもじゃもじゃで、およそ櫛など通したこともなく、きた  

ならしかった。額に探い披を寄せ、暗褐色の目はある時には穏やかで優しく、ま  

たあるときには火を噴き出すようでもあったム   

ラウマ一によると、当時のイヴェルドンには、城内に6才から17才までの生徒  

が137名、市内にも28名の生徒がいて、彼らは昼になると城内に食事にやってく  

る。合計165名のうち、スイスの生徒は78名、ほかにドイツ、フランス、ロシア、  

イタリア、スペイン、そして北アメリカから生徒がやってきていた。城内には15  

名の教師がいて、そのうち9名がスイス人だった。ほかにべスタロッテの方法  

（メトーデ）を学ぶ32名の大人がいた。結論からいえば、この半年のイヴェルドン  

滞在は、ラウマ一にとっては、「幻滅、あるいは失望（enttauscht）」だった。「働  

こうと思っても、あまりにも多くの少年たちの喧嘆の真っ只中の立ち机ひとつと  

いう状況だった。どの教師も屠・室などなかった。それでも、私は許婚の弟フリッ  

ツを連れて、彼をこの施設に預けた。私の境遇は、これまでの施設についてのレ  

ポート 描シュタンツ便り』や 打サルトルート児童教授法』のことを指す：引用  

者）と現に私が見たり経験したりしたこととを対照させるのに十分だった。その  

ようなレポートによって、ことにその確立しつつあった「方法」（メトーデ）の習  
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得への期待が高まっていればいるほど、（そのような機械的で画一的な教授法の展  

開に：引用者）しだいに失望させられるのだった」。そして、ラウマーは、イヴェ  

ルドンでのそのような苦悩については、教師たちのあいだでの深刻な確執を背景  

に、ペスタロッテ自身も後年『わが宿命』（肋グ乃gエβみβ調SSC紘鮎αJg）で告白してい  

る、といっている。また、この事情についてはハインリヒ・モルフ（Morf）の  

『ペスタロッテ伝』（Zぴγ戯呼柁砂桁β♪ゐα邦乃励才乃γゴcカ蝕ねわ㌶fざ，1885）によると、ラ  

ウマーの失望の原因は、許嫁の弟フリッツにあったという。裕福な家庭で母の膝  

しか知らず、ひとに奉仕されても、ひとに奉仕することなど思いもよらない少年  

フリッツには、その集団に馴染むのには年齢的にもう遅すぎた。ラウマ一にとっ  

ても、『隠者の夕暮』の親と子の親密な世界など、ここでは想像さえもできない状  

態だった。この時期のペスタロツチは、『隠者の夕暮』はもちろん、さらには『シュ  

タンツ便り』の世界からもシフトして、まさに集団の教育、すなわち学校数背こ  

そが、教授の一般的な理論を提供する唯一の基盤となっていた。こうして、『教育  

思想史』におけるペスタロッテについては、「失望」したペスタロッテの実践への  

明らかな反発として、『隠者の夕暮』の原文、といってもイヴェルドン時代に知り  

合ったペスタロッテの助敦のひとりニーデラーによって改変されたもの、後に  

ニーデラー版とよばれることになるテクストが転載されている。『隠者の夕暮』  

は、覚醒主義運動の神秘主義に傾倒していたラウマ一にとって、実際の莫践の猥  

雑さへの失望とは対照的に、顧みれば自分のペスタロッテヘの信頼の原点を結果  

的に示していた、まさに神聖な一書となってしまっていたのだろう。   

バゼドゥの汎愛学舎で有名なデッサウに幼少年期をおくったラウマーがフィヒ  

テを過して汎愛主義とはまったく趣きを異にするペスタロツナに心酔したもの  

の、その事業の猥雑さに失望してペスタロッテのもとを去って、シュレジェンの  

中心都市ブレスラウで鉱山技師と当地の大学の鉱物学の教授として落ち着くまで  

には、1年ほどの期間があった。ヨーロッパ各地の山脈の形成についての比較が  

彼の研究テーマだったが、その時点から神秘的で夢想的な考え方が彼をとらえる  

ようになる。やがて、解放戦争ヤプルシュンシャフトの運動にもかかわりをも  

つ。ペスタロッテが没した1827年、バイエルン公国のエアランゲン大学に博物学  

と鉱物学の教授として赴任する。大学に職を得るまえに一時関わりをもったニユ  
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ルンベルクの貧民児童のための学校を発展させ、1849年には、ラウェス・ハウス  

の始祖であるヴイヒェルン（Wichern）のエアランゲン来訪を機に、エアランゲン  

の同僚とともに当地に貧民児童救済学校を設立している（。このようなラウマーの  

幸運ともいってよい生涯には、かなり裕福な土地貴族の家系に属することによる  

資産と縁故の影響が確実に投影されている。そのようなラウマーの教育実践を買  

く方向性は、明らかにルネサンス、そしてコメニウスからの覚醒主義そのもので、  

自然主義者ルソーの確信的な拒絶と三月革命の寵児デイースターヴェー ク  

（Diesterweg）へのあからさまな敵対とによって窟式化されていた。結果的に主著  

となった『教育思想史』は、その端緒において、その傾向を明確に示している。，  

現代の私たちは、啓蒙主義に明確に背を向けたこの「保守主義者」のなかに、多  

くのその方面の著作において示される神秘某義的な鉱物学への関心においてフ  

レーベルを連想し、また けJシュタンツ便り』や 打サルトルート児童数骨法』にそ  

の理想型をみて、貧民児童の学校砕′削こかろうじてペスタロツナとのつながりを  

看て取ることができる。．   

ラウマーは、1865年の夏のはじめ、エアランゲンで、82年の生渥を閉じている＝  

2．シュミットとその『－教育制度事典R と『教育史封（こついて   

ドイツにおける事典の刊行は、グリムのドイツ語事典をめぐるIt一慄磯両lヾイツ  

間の協力のエピソードを引き合いに出すまでもなく、かねてより出版界の蒐点事  

業とされてきている。教育学関連の事典でも、ドイツは豊かな歴史と伝統をもっ  

ている。最近でも『教育学の謄史中興．q（D．Benner＆］．Oelkers（Hrsg．）．  

肋わγgざCゐg5備〟β沌〟Cゐ鹿γ毘物言れ20桐′）が城代のドイツ語閣の現役教育学者  

の結集のもとに刊行された．。月需吾の選択がトレンドに添ったものである一方、時  

代区分や扱われる思想家については、依然として伝統的な枠組みや選択の域を越  

えることが困難のようにもみえる。   

ところで、そのようなドイツの教育事典づくりの豊かな伝統はいつごろにまで  

遡るのだろうか。そのなかでも比較的初期の部埠に属するシュミット（K．A．  

Scbmid，1804・1・19－1887，5．23きの『教育制度事典』旭如何砂地h如牒肌削如  

放ぬ肋研一祝乃d挽fg〝fc地相g5g犯5）が注目される」シュミットについては、この  
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『教育制度事典』全11巻の編集者、それに晩年多くの協力者を得て完成された『教  

育史』（Gg5C抽旭dβγ且佗オβゐ〟喝．1884－）全5巻10分冊の編著者という以外にあま  

りよく知られていないが、『一般ドイツ教員新聞』（Allgemeine Lehrerzeitung）と  

いうドイツ教員会議の機関紙の1904年8月28日発行の日曜紙面の冒頭に掲載され  

たシュミットの生誕100年を記念する記事でブラウンシュバイクの視学官オッ  

パーマン（Oppermann）がシュミットについて大まかに紹介してくれている。   

それによると、シュミットはそのオッパーマンの記事から100年前の1804年の  

1月、西南ドイツのヴュルテンペルク（Wnrttemberg）王国叢東端の都市ウルム  

（Ulm）の南西にある小さな町エビンゲン（Ebingen）に当地の説教師でありラテ  

ン語学校の教頭でもある父の子として生まれた。身体が弱かったこともあを）、13  

歳までは両親の許で父の職場である散会やその周辺の野外での教育をうけ、その  

後はじめてウルムの西にあるブラウポイレン（Blaubeuren）の福音派神学校  

（evangelisch－theologisches Seminar）で4年間、さらにヴュルテンペルク王国城内  

唯一の大学があったチュービンゲン（Thbingen）のシュナイフト（evangelisches  

Stift）に入寮する。このシュティフトは、給費生として主として当地の大学の神学  

部に通うエリート学生の寮で、領邦教会の牧師という将来の精神的指導者のため  

の勉学支援施設だった。かつて、ヘーゲルヤシェリング、そして薄倖の詩人ヘル  

ダーリンなどが在籍していたことはよく知られている。このシュティフトで彼が  

勤しんだのは、もちろん学科の勉学だったが、とくに力を注いだのは、神学生の  

イメージからはほど遠い身体の鍛錬と唱歌の練習だった。しかしながら、このよ  

うな寮生の日常は当時においても格別特異なものではなく、かつここに学んだ多  

くの人々の思い出の「健全な身体における健全な精神」（mens sanain corpore  

sano）がここでのモットーだったことを一  

様に記している。21歳でシュミットは王郡  

シュトウツトガルトの北の柑ページヒハイ  

ム（Besigheim）に説教師として赴任する。  

父親と同じ道に進んだことになる。その勤  

務は週40時間とかなり厳しいものだった  

が、この時期に生涯の伴侶を得、彼らはや  
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がて12人もの子どもに恵まれることになる。1829年に、シュミットは、いまでは  

シュトウツトガルトの束の郊外となっているゲッピンゲンの説教師兼副牧師長に  

任じられた。やがてそこを拠点として多忙な勤務の合間をぬって、ラインラン  

ト、ハノーファー、ザクセン、さらにはバイエルンへと出かけ、主としてギュム  

ナジウムの教育実践について調べ歩いた。ゲッピンゲンの学校は、1838年にこ  

タンマー（Niethammer）との「陶冶論争」で有名なバイエルンの教育家ティール  

シュ（¶ersch）が著した『現今公教育の状況』（払訂由り脚捌励吻㈹ゑ励批  

ぬ研を〝地力β乃【加ゎ〝fc旭）においてきわめて卓越したものと評価されているが、  

シュミットはその年にこれもシュトウツトガルト近郊の町エスリンゲン  

（Esslingen）のペダゴギウムの校長となり、下級、つまり基礎課程だけだった学  

校に古典語のコースを設け、その教授法、ことにギリシア語数授法の改善につい  

ていくつかの論文を著している。1852年からはウルムのギムナジウムの校長とな  

るが、ここではヴュルテンペルク王国政府の意向をうけて、ことに体育の授業に  

力を入れたことが知られている。   

このウルムの時代に、たぶんゴータの出版社べッサー（RudolfBesser）からシュ  

トウソトガルトの支店を適して、アルファベット川削二項目を立てた『教育制度事  

典』の編集の依頼が直接シュミットのもとに舞い込んだものと思われる。シュ  

ミットはこの計画を引き受け、編集協力者や執筆者を得るために精力的に南ドイ  

ツ、中央ドイツ、さらには北ドイツの町々を訪れた。このとき出会った人々は、  

確定した事典の執筆者一覧から推測するしかないが、それは大学の教師だけでは  

なく、ギムナジウムの校長や教師、そして教育行政官など、きわめて多彩で多様  

な頓ぶれだった。編集の主たる協力者にはチエービンゲンのパルマー、ビルダー  

ムートの両教授が依頼され、彼らは同時にいくつかの項目の担当もしている。そ  

のほかには、ライプチッヒの教授Gノヾウル、コプレンツの視学官Wノヤウル、ブ  

ロンベルク（ポーゼン）のギムナジウム校長ラインハルト、ヴイースパーデンの  

視学官フィルンハーバー、マールブルクの教授ランゲ、ベルリンの教授フラス  

ハール、さらにハレの大学監督官シュラーダー（Schrader）、ベルリンの枢密顧問  

官シュナイダー、ポツダムのヴイーゼ（Wiese）などが協力者兼執筆者に名を連ね  

ていた。このなかで、定版の『ハレ大学史』で有名なシュラーダー 、プロイセン  
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の中・高等教育資料集の編纂で有名なヴイーゼの両博士の協力が注目される。  

シュラーダーは「ヘーゲル」や「フィヒテ」などの小項目を、ヴイーゼは「（ギュ  

ムナジウムの）卒業試験」（Mat眈it5tspr血ng）を担当している。シュミット自身  

も、「作文」（Composition，Bd．1，S．830山38）、「就学強制」（Schulzwang，Bd・8，S・381－  

99）、「就学前教育」（Vbrschule，Bd．10，S．192－95）などの小項目を担当し、その含  

蓄の一端を披露している。  

『教育制度事典』第1巻は1859年に刊行され、最終の11巻が刊行されたのは1878  

年のことであるから、完結には実に20年近くの歳月を費やしたことになる。シュ  

ミットはこのときすでにシュトウソトガルトのギュムナジウムの校長に転じてい  

た。この前後、つまり1871年から1877年にかけて民衆学校の目的ヤ道営について  

まとめた2巻のハンドブック（毘d昭曙fsc如5月由紀曲鋸C九βγScゐ祝gg㍑乃d肋祝S）の  

編集にも携わっていた。これは1883年から1885年にかけてライブチッヒのブース  

（Fues）書店から刊行される。また、やがてゴータのベッサー書店からあらためて  

『教育制度事典」】の第二版が刊行され始めるのは、初版が完結する以前の1876年の  

ことだが、その第二版の刊行が完結した1887年の夏のはじめ、シュミットは84歳  

で世を去っている。   

シュミットの事典の最大の特色は、次節3．で触れるエツクシュタイン担当の  

「ラテン語教育」（Lateinischer Unterricht，Bd．11，S．483－696）がそうであるよう  

に、一項目がときにはちょっとした書物一冊分となるほどの分量を占めていると  

いうことである。さらに、その内容は、たとえば「民衆学校」（Ⅵ）1ksschule）を事  

例にとると、いくつかの領邦（州）、場合によっては郡・県レベルまでと、その叙  

述を詳細にしている。しかも、そこに籠められた歴史への目配りは「制度史事典」  

とさえいってもよいほどの最低限の的確さを備えている。いずれにしても、『教育  

制度事典』は、のちにこれもひとつの画期的な出版となるヘルパルト派の殿将と  

称されているW．ライン（Rein）の編集による『教育百科事典』（Enqkl坤ddisches  

月お花舶び亡んdgγ翔励戊，1895）全7巻の出現までは、ドイツにおけるほとんど唯  

一の教育関係事典なのだった。ラインはシュミットの事典には関わりをもっては  

いなかったが、ちなみにヘルパルト派の先輩であるチラー（Ziller）は、「わがま  

ま」（Eigensinn，Bd．2，S．61－5）、「教育施設」（Erziehungsanstalten，Bd．2，S．275q82）、  

94   



ドイツ教育史叙述断章   

「教育術」（Erziehungsknnst，Bd．2，S．282－3）の比較的ノJ、さな3つの項目を担当し  

ている。  

『教育史』についても補足しておこう。これもシュミットを編著者とする共同作  

業の集大成である。分担執筆者は『教育制度事典』の事項担当者とかなり重複し  

ている。この大部の教育史審の「序論」で、シュミットは、こういっている。「歴  

史の叙述は事実をできる限りその実際の連関において表現するという課題をもっ  

ている。そのうえで、相対立するふたつのみちの間の中心を動かなくてはならな  

い。そのみちのひとつは、その内面的な連関に配慮することなしに、個々のでき  

ごとの時系列的に整理された外面的な並列状態に、もうひとつは、適当と考えな  

い場合に、その事実の存在を熊祝し、あるいは適当となるよう調整するといった  

意図的な歴史構成に、序列をつけることである。もちろん、前者よりも後者のほ  

うが多いことはたしかだが、教育史の‾史献もその両者の迷いからの事例を提供し  

ており、したがって人間の精神は、そのようなばらばらにされた連関のなかで、  

自らの必要性を見いださなければならない」。シュミットのこの迷いは、この「序  

論」が前節でも触れたランナの命題の御昌から始まり、それへの疑問と反発は明  

らかに隆盛をきわめつつあった新カント派の歴史学観（リッケルトのいう「個性  

記述的」idiographischな学問）を意識していたと一呪われる。そのようなジレンマ  

の解決は、「教育史の主要な部分の叙述にあたっては、・・・個々の事実の連関と  

基本の探求がなおざりにされてはならないということ、そして神の理性が人間存  

在のすべてを十分にお見通Lになっておられるということをけっして侮ってはな  

らないということに心を用いなければならない」ということに求められる。しか  

しながら、ランケの方法的な態度を受け継ぐ新カント派の歴史主義に反発する  

シュミットがそこまで考えていたかどうかはわからないが、その時代時代が神の  

祝福をうけているというのはいうまでもなくランナの歴史学の深奥に宿る信仰で  

あり、それは教育を究極的には神のみわざと考える敬慶主義者のシュミットにも  

同意できていたはずだ。   

シュミットの『教育史』をおおざっばにみてみる（カツコ内は勤務地ないしは  

居住地）と、すべてシュミット自身が執筆する第1巻では、「序論」に続いて、自  

然民族、そして中国・インド・ペルシア・セム（アッシリア）・エジプトが文化民  
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族として前史を構成し、古典民族の教育史としてギリシアとローマが、そしてさ  

らに予備啓示の民族としてのイスラエルが扱われている。第2巻の1は、ダスタ  

フ・バウル（Baurライプチッヒ）によるユダヤや古代世界との関係におけるキリ  

スト教の教育、ヘルマン・マシウス（Masiusライプチッヒ）による中世の教育、  

ケンメル（Kaemmelライプチッヒ）による中世の大学、バウルによるユダヤとイ  

スラムの教育。第2巻の2は、ハルトフエルグー（3．で後出）による人文主義の  

時代の教育と教授、エルンスト・グンデルト（Gundertエスリンゲン）による宗  

教改革、ゲオルク・シュミット（Schmidサンタトペテルスペルク）による16世紀  

におけるプロテスタント派の4人の偉大な校長とその学校となっている。第3巻  

の1は、ゲオルク・ミューラー（Mtillerドレスデン）による17世紀のイエズス会  

の教育と教授、エルンスト・フォン・ザルヴュルク（3．で後出）、ゲオルク・シュ  

ミットによる16世紀のイギリス教育制度となっている。第3巻の2は、アウタス  

ト・イズラエル（Israelチョッパウ）によるラトケ、ゲオルグ・シュミットとユ  

リウス・ブリューゲル（B沌gelナゴルト）によるコメニウスとその先行者たち  

（アルステッドとアンドレエー）。第4巻の1は、ユリウス・ブリューゲルによる  

30年戦争期のドイツにおける教育努力（ゴータの学校改革、ゼッケンドルフ、デイ  

ルヘル、モシヤーロート、シュップ）、カルル・シュミット自身とゲオルク・シュ  

ミットによる敬慶主義（その教育思想と学校）、ゲオルク・シュミットによるロッ  

ク、フォン・ザルヴュルタによる17、18世紀フランスの教育と教育制度。第4巻  

の2は、汎愛派（バゼドゥとデッサウの汎愛学院を中心に、ヴオルケ、バールト、  

ザルツマン、カンペ、トラップ、ヴイヨーム）、それに他の啓蒙主義の担い手（ロ  

ヒョウ、モーゼス・メンデルスゾーン、ペスタロツナ、シュライエルマッヘル、  

ヘルパルト）が総動員態勢（新たに加わっているのは、ウーラツハのアイトレEitle  

のみ）で執筆されている。第5巻の1は、ベンダー（Benderウルム）宗教改革以  

来のドイツの教養学校（Gelehrtenschule）の歴史とゲオルク・シュミットによる  

近代的なギェムナジウムの歴史。第5巻の2は、ルドルフ・ホフマン（Ho任mann   

プラウエン・ドレスデン）によるドイツ実科学校史、ザルヴュルクによる1789  

年から1899年までのフランス中等教育史、19世紀イギリスの中等教育制度、それ  

にイエズス会の教育制度、ヴュツヒグラム（Wychgramベルリン）によるドイツ  
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とフランスの女子教育史、ハマン（Hamannベルリン）によるイギ1）ス女子教育史。  

第5巻の3は、ザンダー（Sanderブレーメン1によるドイツ民衆学校の歴史、ホ  

ルソミューラー（HoIzmiillerハーゲン）による技術教育制度の歴史、コップ（Kopp  

シュトウツトガルト）による視聴覚障害児教育制度史、幼児教育制度史、そして  

視覚障害児教育制度史となっている。   

この大部で壮大な教育史の大系は、おなじように一人の卓越した指導者のもと  

に結集したグループによる教育史書としては、世界的にみて、本邦の『世界教育  

史大系』（梅根 倍監修 全40巻、1972年以降）の出現までは、完全に比類のない  

ものだった。蛇足となるが、シュミットの『教育史』の特徴を挙げておくと、制  

度史においてはドイツだけでなくフランスやイギリスにまで目配りがされている  

が、教育家、ことにその思想家については、そのような配慮がまったくない。か  

ろうじてドイツ語圏ということで接われるペスタロツチについても、シュライエ  

ルマッヘル、ヘルパルトとともに汎愛派の後塵を拝するような位置付けしか与え  

られていないことに容易に気がつく。  

3．ケールバッハとその『モヌメンタ』と『ヘルパルト全集』について   

カルル・ケールバッハ（KarlKehrbach，1846．8．22－1905，10．21）という人物は、  

教育学や教育史の世界でもごくごく一部でしか知られていない。もちろん、彼の  

名はどのような人名辞動こも載っていない。教育史のごく限られた専門家のあい  

だでも、Monumenta Germaniae Paedagogica（とりあえず『ドイツ教育学の記念物』  

とでも訳すしかない。以下、MGPと記す）という60  

巻を超える膨大な教育史叢書の企画者で編集者、そ  

して浩灘で精緻な定本ヘルパルト全集U．E Herbart  

S畠mtliche Werke）全19巻の編集者としてしか、いま  

のところ知られていない。ここでも、没後の回想記  

事やイエナに残されている簡略な履歴などから、そ  

の生涯をたどるしか術はない。  

ケールバッハは1846年の夏、やがてイエナやハレ  
…l小心′㍍｝・＾rlfさイjら  

といった古い大学町を貫流するザーレ（Saale）川の   
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上流に流れ込むオルラ（Orla）川の畔、チューリンゲンの森の北辺の′J、さな町ノ  

イシュタット（Neustadt）に生まれた。ワイマールの師範学校（Lehrerseminar）  

に通い、1872年から郷里に近いゲラ（Gera）で市民学校の教師やザクセンの大都  

市ライプチッヒの実科学校教師を勤め、1874年の夏学期のはじめ（4月）からは  

ヘルパルト派の教育学者チラーが主宰するライブチッヒ大学の教育学ゼミナール  

（p畠dagogisches Seminar）に入った。すでにその前年ライブチッヒ大学に教育学の  

逮科生として登録し、哲学やドイツ学（Germanistik）の講義も聴講していた。チ  

ラーのこのゼミナールにはすでに1871年からシュトリュンベル（Strtimpell）も参  

加し、それはあたかもヘルパルト派のセンターの様相を呈していた。チラーのゼ  

ミナールでのケールバッハの主要な教育研究のテーマは、アーサー王の伝説、円  

卓の騎士の愛と勇気の物語の教材化の問題で、これについてはいくつかのレポー  

トなどの記録が残されている。このライブチッヒの教育学ゼミナールには実験学  

級が付設されていたから、ケールバッハはそこでの授業も担当したことだろう。  

さらに、後にそれによって学位を得ることになる中世のドイツヤフランスでの伝  

承の世界に関心を傾斜させていったことははっきりとしているが、しかしなが  

ら、それ以上の詳しいことについてはほとんどわかっていない。ただ、その動機  

として、ビスマルクの第二帝政ドイツの到来によって、ローマからの訣別、ケル  

ト民族も含んだ大ゲルマンへの一般的な回帰と憤慨が本格的に求められることと  

なったということはたしかだった。ケーニヒスペルクのヘルパルトに端を発する  

教育学ゼミナールの系譜においては古代や中世の伝説や伝承が主要な教材となっ  

ていたことからすると、それはごく当然の選択だったのかもしれない。そもそ  

も、ヘルパルトの教育学にとっては、『一般教育学』（1806年）以来、勇気、友情、  

さらには誠実といった永遠な有徳の世界を提供する古代ギリシアの神話、ことに  

「オデュッセイ」などのホーマーの文学が格別の意味をもっていたからだ。ケール  

バッハにとってのひとつの転機は、道徳の宗教に対する関係に関する懸賞問題で  

カントを取り上げたことで、それが彼の関心を形而上学の問題へと移行させ、や  

がてその文献考証、そしてその編集の面白さへと繋げていった。レクラム文庫の  

学生版カント選集は、1877年に『純粋理性批判』の刊行で、ベンノ・エルドマン  

（Erdmann）との小競り合いが生じはしたものの、そのことによってか、彼の教育  

98   



ドイツ教育史叙述断章   

書編集者としての名はかえって広まったといってもよい。1876年にライプチッヒ  

を去ったケールバッハのその彼の括動は、チューリンゲン各地の学校での教師生  

活、さらにハレ大学の大学図書館司書などを経て、1883年からは終の栖となった  

ベルリンのシヤルロッテンブルクに落ち着く。1885年には、ベルリン大学のW．  

シュpラー （Scherer）のもとで、「アーサー王伝説に関するウエルシュ、古フラ  

ンス、中高ドイツの記念碑の様式表現について」の研究で博士の学位を得て、1894  

年にはベルリンで教授に推挙された。アーサー王の伝説については、チラーのゼ  

ミナールでの実践でこれが教材化の主要な内容問題となっていたことは、すでに  

触れた。   

少しばかり先を急ぎすぎたかもしれない。ケールバッハがヘルパルト全集の実  

際の編纂作業に取りかかったのは、ライプチッヒを去った直後の1877年以降のこ  

とである。ヘルパルトがカントの実質的な後任として、ロシアに近い東プロイセ  

ンのケーニヒスペルクの大学へと赴いた翌年の1810年から軽骨し始めた「教授単  

純習所」（「教育学ゼミナール」への改組は1818年）、それを源流とするライブチッ  

ヒのチラーのゼミナールに参加していたケールバッハがヘルパルトに関心をもっ  

たとしても、そのこと自体何ら不思議なことではない。ケールバッハがそれまで  

の定版だったハルテンシュタイン（1850年以降）やヴイルマン（1873年以降）と  

いった教授たちの編集する選集への不満からヘルパルト全集の編纂に着手したの  

は早くとも1877年以降のことだが、ヘルパルト他界の翌年（1842年）に旧友シュ  

ミット（ゲッチンゲンに私講師として赴くまで寄寓していた北ドイツの大都市ブ  

レーメンの名望家）によって苦かれた「回想」を冒張に収めた第1巻、そして有  

名な『一般教育学』を収める第2巻の刊行はその10年彼の1887年、ライブチッヒ  

から遠く西へ経れたランゲンザルツア（Langensalza）の番辟ヘルマン・バイヤー  

（Hermann Beyer）からだった。彼自身の手になる撮終儒10）巻の刊行に漕ぎ着  

けたのは編賽に乗り出してから実に25年後の1902年のことで、それには、ヘルパ  

ルトの1831年から1836年にかけての論放、ことに有名な『教育学講義綱要』の1835  

年の初版と1841年のヘルバルト没年の版、それに『自然法と道徳の分析的解明』  

などが収載されている。もちろん、これまでに出版された各巻にも、それまでの  

諸版では見落とされてきたいくつもの重要な論放が収められている。，しかしなが  
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ら、ヘルパルトがケーニヒスペルクで行った教育活動、つまり地方教育評議会、  

さらには大学の（とはいっても、その経費のほとんどはヘルパルト自身の負担  

だったのだが）教育学ゼミナールの活動についての文書、そして何よりも書簡の  

類の整理は、著作の最終（第11）巻の刊行（1906年）とともに協力者オットー・  

フリエーゲル（Fl厘el）らの手に委ねられなければならなかった。その前（1905）  

年の秋には、ケールバッハはすでに世を去っていたからである。ケールバッハ自  

身は第1巻の編集者序言（1887年）で、書評や書簡、さらには行政文杏まで収録  

するとの計画を披露している。牧師だったフリューゲルは、「ヘルパルトの最良の  

理解者」などと呼ばれている。彼によって編集が継続された書評や書簡、そして  

行政文書まで収録（8巻分）されたヘルパルト全集（全19巻）の完結は1912年だっ  

た。なお、ケールバッハは、ヘルパルトの教育学ゼミナールについては格別の関  

心をもっていたと思われ、すでに1893年の秋にウィーンで開催された第42回ギュ  

ムナジウム教師会議でそれについての講演を行っている。これはただちに活字に  

されているので、そこからは今日でも教育ゼミナール経営者としてのヘルパルト  

への彼の並々ならぬ関心が見て取れ、またその描写においては周到に資料的な吟  

味が加えられていることを窺い知ることができる。   

一方、MGPの編纂については、ライプチッヒの教育学ゼミナールのパトロンで  

もあったトマス・シューレ（Thomasschule大作曲家バッハで有名な聖トマス教会  

に付設されていた当時のエリート校）の校長フリードリヒ・アウクスト・エツク  

シュタイン（Eckstein）、彼は、前節で触れたシュミットの『教育制度百科事典』  

（本稿の2．参照）の第4巻でラテン語教授の変遷についての項目を、その小さな  

活字からしても本来ならばゆうに一冊以上の書物となる200ページにわたって担  

当しているが、そのエツクシュタインが個人的に収集していた教育の膨大な史料  

を所蔵していることはよく知られていた。教育史の史料の系統的な収集の必要性  

は1871年11月16日ライブチッヒの教員組合のコメニウス没後200年記念の集会で  

ユリウス・ベーガー （Beeger）が提案して以来、ことにライプチッヒでは教育史  

の中央資料館を設立しようという動きが活発となっていた。後にMGPに貴重な  

史料群を提供し、その紹介者ともなるブラウンシュヴァイクの実科ギュムナジウ  

ムの校長フリートリッヒ，コルデヴァイ（Koldewey）の1878年の東部ドイツのゲ  
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ドイツ教育史叙述断章  

ラでのギュムナジウム教師会議における熱心な史料整理の必要性についての提案  

は、そのベーガ一に触発されてのことだったし、そこではエツクシュタインの『教  

育制度事典』への掲載論致が「原史料の周到な吟味に基づいて書かれている偉大  

な業績だ」との讃辞も表明されていた。コルデヴァイの提案は、1879年の西部ド  

イツのトリア（甘ier）でのギュムナジウム教師会議においてエツクシュタインの  

賛意を受け、 そのような経緯はいくつかの曲折を経て、ケールバッハが戻る1884  

年の末までにはライプチッヒにコメニウスの名を冠した教育資料館の設立として  

結実することになる。そのまえに、つまり少なくともその1884年、つまりこれよ  

り100年まえに汎愛学院が誕生したデッサウでのギュムナジウム教師会議までに  

ケールバッハがMGPの構想をもってベルリンに出向き、そこでホフマンという  

山版者と出会って授助の約束を取り付けていることがわかっている。ケールバッ  

ハは、この年には、すでに「MGPの簡明な計画」を公表している。エツクシュタ  

インは、自らの出怖が最後となったその会議で「Monumenta Germaniae Historica  

の誇り商き墾；きを彷彿とさせるものだ」としてMGPの構想を賞賛している。  

Monumenta Germaniae Historicaは、ウィーン会議の直後、プロイセン改革の立役  

者フォン・シュタイン（v．Stein）男爵によって提唱され、その刊行が企画され、  

1826年にその節1巻が刊行されたドイツ中世史史料の集大成のことで、19世紀の  

末になってもその事業は継続していた。ケールバッハがこれ以降も相当の時間を  

かけてMGPの構想を締り直していたことは、すでに第1巻の刊行をみている  

1887年の秋スイスのチューリヒで開かれたギュムナジウム教師会議で「MGPの総  

括的な計画について」と蒐する講演を行っていることにも示されている。  

1886年にコルデヴァイの編射こよるその第1巻『1251年から1828年までのブラ  

ウンシュヴァイク市学校脱税』がベルリンの吉雄ホフマン （Ho血ann）から刊行  

された。これは、コルデヴァイによる自身の当地の学校規程の収範と整理の成果  

だった。MGPは、その後、ケールバッハが世を去る1905年末までに計33巻が送り  

出され、最終的には大戦前夜の1938年までに全62巻の刊行をみた。そのなかに  

は、彼の生前にはパハトラー（Pachtler）によるイエズス会の教育規程（Ratio  

Studiorum etInstitutiones Scholasticae SocietatisJesu）の羅独対訳（第5，9，16  

巻）やハイデルベルクのギュムナジウム校長であるハルトフェルダー（Hartfelder）  

101   



によるメランヒトンについての今日期待できる唯一の体系的な研究（第7巻）、ま  

た17世紀末からのドイツにおけるコメニウス教育学の移入や影響を扱ったチェコ  

出身のグヴァチャラ（Kvacara）による資料紹介とその分析（第26，32巻）、さら  

にはポーテン（Poten）によるドイツ語圏諸邦の軍隊教育（Militarerziehung）史  

（第10，15，17，18巻）などが刊行されているが、企画者で全体の編集者でもある  

彼が担当している巻はもちろんひとつもない。完全に裏方に徹して、表面には出  

ようとはしなかったのだろう。ケールバッハの没後には、高等学務委員会  

（Oberschulkollegium）を舞台とする18世紀末のプロイセン中等教育政策の展開と  

大学入学試験の導入を扱ったシュヴアルツ（Schwartz）の論故（第46，48，50巻）  

ヤフリードリヒ2世（大王）の教育政策をまとめたフォルマー（Ⅵ〕11mer）の力作  

（第56巻、彼には別に大王の父フリードリヒ・ヴイルヘルム1世の教育政策を扱っ  

た著作もある）なども刊行されている。最終の第62巻は、ティーレ（Thiele）の  

「プロイセン教育制度史」だった。彼はフンボルト（WⅥ）の片腕であるジェフェ  

ルン（Stivern）の「教育法案」（1819iF）の最初の全文紹介者として知られる。MGP  

各巻の担当者の多くがギュムナジウムの教師だったことは、このさい注月してお  

いてよい。MGPの刊行開始からしばらく経った1890年、プロイセンでは「学校会  

議」が開催され、皇帝ヴイルヘルム2世の愛国心高揚の開会演説が教育界を酔わ  

せていたが、ケールバッハは、その1890年に「ドイツ教育史協会」（Gesellschaft  

fGr deutsche Erziehungs－undSchulgeschichte）を設立し、「協会」の会則では、そ  

の目的を「教育史の体系的かつ多面的な研究を、ドイツ語圏を中心とした教育史・  

学校史（大学史を含む）に関する文書館や図書館所蔵資料の完璧な収集、批判的  

な検証、そして学術的な出版によって遂行する」とし、そのうちの出版について  

は当面MGPの刊行と「会事RJ（Mitteilungen）をこれにあてるとしている。「協会」  

の参与会（Kuratorium）には、ケールバッハの交友の幅広さを示すかのように、  

彼の居住地ベルT）ンの教授ハルナック（Harnack）やデイルタイ（Dilthey）らの  

斯界の大物をはじめ、ライン（イエナ）、ヴイルマン（Willmannプラハ）、ヴイン  

デルバント（Windelbandシュトラスブルク）、チーダラー（Zieglerシュトラスブ  

ルク）などの各地の大学教授やハルトフェルダー（ハイデルベルク）、コルデヴァ  

イ（ブラウンシュヴァイク）やザルヴュルク（ⅥSallw伽kカールスルーエ）など  
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卜fツ教育凪鉦述断や   

のギュムナゾウムの校長ないいま数奇行政関係者、さらにはチューリヒのペスタ  

ロツナ研究所（Pestalozzianum）の所長フンチカー（Hunziker）や中世大学史の研  

究者としても知られているローマ教皇庁文書官のデニプレ（Denifle）なども、こ  

れに名を連ねている。その「会報」は、「協会」設立の翌年から発行されている。．  

「会報」は、彼が他界してから5年彼の1910年には教育史の「雑誌」（Zeitschrift）  

と改称して、その刊行はMGPとおなじ1938年まで継続した〔、この両者には教育  

史の史料考証にまつわる多くの興味ある論牧や記事が掲載されているが、1905年  

未刊行の「会報」の第15巻第4号には、このi白二前の1（川21日にべルリンのシヤル  

ロッテンブルクで世を去ったその創刊者の写真（それに添えられたサでンには、  

Prof．Dェとあることから、ほ94年以降♂）ものと判断される）、そして追悼と恒l想の  

記事が掲載されているし）  

（付 記）   

シュミットとケールバッハの部分圭ついては、それぞゴL筑波大草瀾牒拍服三湘の鮨  

報『つくばね‘1iのⅦ1．3（）No．ユ（2（）04．6）にlあか敗育事典編旋者のこと」とL  

て、および同報のⅦ1．28 No．1（2002，6）に「脇道に逸れる愉しみへある散骨普編  

集者のこと～」として掲報してもらったものを同部押）許可を持て余体を大幅に補jE  

のうえ、またラウマーの部分については、筑波大学教育学系「ペスタロッテ祭」で  

の講演（叔終講書鋸「ペスタロッチ、教育史、そLて稚言少々＿l（2007．3．13開催予  

定）の準備原稿中の一部をこれも増補のうえ前もって、それぞれ転戦させてもらっ  

た（二）商売を越えて資料の収集に協力してくれた武智珠葉彦氏も含め、関係各位の悍  

意にあらためて感謝Lたい。  
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